
 

令和９年度三重県立高等学校入学者選抜及び令和９年度三重県立特別支援学校入学者選考 

    に関する各学校別実施要項について                           

                                     三重県教育委員会 

 

Ⅰ 令和９年度三重県立高等学校入学者選抜について 

 

令和９年度三重県立高等学校入学者選抜実施方針に基づき、令和９年度三重県立高等学校入学者選抜に

関する各高等学校別実施要項を定めたので別表のとおり発表する。 

その概要及び主な変更点は、下記のとおりである。 

 

記 

 

１ 入学者選抜を実施する課程別の高等学校、学科・コース数について （別表１参照） 

全日制課程 ５３校１２６学科・コース    〔参考〕令和８年度と同じ 

定時制課程 １１校 １８学科 

通信制課程  ２校  ２学科 

＜学科・コースの改編等＞ 

久居農林     生物生産科 

      生物資源科 

      環境情報科 

      環境土木科 

 農業科学科 

園芸科学科 

環境デザイン科 

 

 

熊野青藍（木本校舎） 普通科   

     

  

普通科 

普通科・アドバンストコース 

 ＜入学定員を変更する高等学校＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 学科 変更前  変更後 増減 

四日市南 普通科 ２４０ → ２００ １学級減 

四日市四郷 普通科 １２０ → ８０ １学級減 

亀山 システムメディア科 ８０ → ４０ １学級減 

津西 普通科 ２４０ → ２００ １学級減 

津商業 ビジネス科 ２００ → １６０ １学級減 

久居農林 

 

生物生産科 ４０ → ０ 

１学級減 

 

生物資源科 ４０ → ０ 

環境情報科 ４０ → ０ 

環境土木科 ４０ → ０ 

農業科学科 ０ → ４０ 

園芸科学科 ０ → ４０ 

環境デザイン科 ０ → ４０ 

熊野青藍（木本校舎） 
普通科 １２０ → ８０ 

増減無し 
普通科・アドバンストコース ０ → ４０ 

 

資料２



 

２ 前期選抜について  

(1) 実施する高等学校、学科・コース数について（別表１参照） 

〔参考〕令和８年度と比べて定時制課程で１校１学科増 

全日制課程 ４８校１１０学科・コース  

定時制課程  ６校 １３学科 

通信制課程  １校  １学科       

＜募集枠（定員に対する割合(％)）を変更する高等学校（学科）＞ 

学校名 学科 変更前％  変更後％ 備考 

四日市西 
普通科・比較文化・歴史コース ２５ → ３０ 

変更 
普通科・数理情報コース ２５ → ３０ 

川越 探究科 － → ５ 新設 

津東 普通科 ２５ → ３０ 変更 

久居農林 

農業科学科 － → ５０ 

新設 園芸科学科 － → ５０ 

環境デザイン科 － → ５０ 

松阪工業 普通科（定時制課程） ― → ２０ 新設 

 

(2) 検査内容、選抜資料、選抜方法について（別表２参照） 

①  検査については、面接又は「自己表現」、作文又は小論文、実技検査、学力検査（２教科以内

の学力検査又は「総合問題」）、その他の検査（グループ討議等）の中から、高等学校が指定す

る１つ以上の検査を行う。 

② 実施する全ての高等学校で選抜資料として「自己推薦書」及び「調査書」を用いることとする。 

＜検査内容を変更する高等学校、学科・コース＞  

全日制課程 変更内容 

 

四日市西（普通科・比較文化・歴史コース） 

 

（普通科・数理情報コース） 

（変更前） 集団面接（１５分程度）、学力検査（国語、英語） 

（変更後） 学力検査（国語、英語） 

（変更前） 集団面接（１５分程度）、学力検査（数学、英語） 

（変更後） 学力検査（数学、英語） 

 

四日市四郷（普通科） 

 

（普通科・スポーツ科学コース） 

（変更前） 個人面接（５分程度）、学力検査（国語） 

（変更後） 集団面接（２０分程度）、学力検査（国語） 

（変更前） 個人面接（５分程度）、実技検査  

（変更後） 集団面接（２０分程度）、実技検査 

※ 実技検査の種目から反復横跳びと走り高跳びを削除 

四日市工業（物質工学科）（機械科） 

      （電子機械科）（電気科） 

      （電子工学科）（建築科） 

         （自動車科） 

（変更前） 個人面接（７～８分程度）、作文 

（変更後） 個人面接（６～７分程度）、学力検査（数学） 

川越（探究科） （新設） 「自己表現」（１３分程度） 

久居農林（農業科学科） 

（園芸科学科） 

（環境デザイン科） 

（新設） 個人面接（１０分程度）、作文 



 

 

＜調査書の扱いを変更する高等学校、学科・コース＞ 

全日制課程 変更内容 

四日市農芸（農業科学科）（食品科学科） 

（環境造園科）（生活文化科） 

（変更前） 第１～３学年の各教科の評定を換算  

（変更後） 第１～３学年の各教科の評定の合計１３５点満点 

川越（探究科） 

（新設）  第３学年の各教科の評定の合計     ４５点満点 

探究活動の実績          最高１０点   

            合計                 ５５点 

白子（普通科）（生活創造科） 

（普通科・文化教養（吹奏楽）コース） 

（変更前） ３年間の各教科の評定の合計     １３５点満点 

（変更後） 第１～３学年の各教科の評定を換算   ９０点満点 

評定以外の記載事項        最高２０点   

            合計                １１０点 

 

 

＜面接、自己表現、作文の扱いを変更する高等学校、学科・コース＞  

全日制課程 変更内容 

四日市西（普通科・比較文化・歴史コース） 

（普通科・数理情報コース） 

（変更前） 面接 Ａ、Ｂ、Ｃの３段階で評価する 

（変更後） 削除 

四日市農芸（農業科学科）（食品科学科） 

（環境造園科）（生活文化科） 

（変更前） 個人面接 点数化する 

作文   点数化する 

（変更後） 個人面接 点数化する（３０点満点） 

      作文   点数化する（２０点満点） 

川越 （探究科） （新設） 「自己表現」４５点 

 

 

＜学力検査の扱いを変更する高等学校、学科・コース＞  

全日制課程 変更内容 

四日市工業（物質工学科）（機械科） 

       （電子機械科）（電気科） 

       （電子工学科）（建築科） 

        （自動車科） 

（新設） 数学（５０点満点）をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価 

する 

 

定時制課程 変更内容 

松阪工業 （普通科） （新設） 個人面接（１０分程度）、作文 

定時制課程 変更内容 

松阪工業 （普通科） （新設） 点数化せず、選抜において資料とする 

定時制課程 変更内容 

松阪工業 （普通科） 
（新設） 個人面接 点数化する（６０点満点） 

     作文   点数化する（４０点満点） 



 

＜選抜方法を変更する高等学校、学科・コース＞  

全日制課程 変更内容 

相可（食物調理） 

（新設） 出願時に希望するコースを入力する 

入学定員をふまえて各コースの希望者を優先的に選抜し、 

コース別に、合格内定する。 

 

３ 後期選抜について  

(1) 実施する高等学校、学科・コース数について（別表１参照）〔参考〕令和８年度と同じ 

全日制課程 ５２校１１８学科・コース 

定時制課程 １１校 １８学科 

通信制課程  ２校  ２学科 

前期選抜を実施せず、後期選抜のみ実施する高等学校  

〔参考〕令和８年度と比べて全日制課程で１校減、定時制課程で１校１学科減 

全日制課程 １１校１６学科・コース 

定時制課程  ５校 ５学科 

通信制課程  １校 １学科 

 

＜募集方法を変更する高等学校＞ 

 

(2)  検査内容、選抜方法について（別表１参照） 

  ① 後期選抜における学力検査は、同一の問題により、国語、数学、社会、外国語（英語）、理科の

５教科のうち、高等学校の指定する教科により実施する。 

 ② 高等学校長が必要と認めた場合、面接又は「自己表現」、作文又は小論文、実技検査を実施する

ことができる。 

＜検査内容の変更をする高等学校、学科・コース＞ 

 

  ＜調査書の「各教科の学習の記録」等により選ぶ人数を募集定員の１１０％又は１２０％に設定する 

   高等学校、学科・コース＞（別表３参照） 

   令和８年度から変更なし 

 

 

 

 

 

 

 

全日制課程 選抜 変更前  変更後 

久居農林 後期選抜 

生物生産科 

生物資源科 

環境情報科 

環境土木科   

→ 

農業科学科 

園芸科学科 

環境デザイン科 

全日制課程 変更内容 

四日市四郷（普通科）（普通科・スポーツ科学コース） 
（変更前） 個人面接 

（変更後） 集団面接 

くくり募集 

くくり募集 



 

＜最終段階における「特に重視する選抜資料等」を変更する学校、学科・コース＞（別表４参照） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 再募集について 〔参考〕令和８年度と同じ 

(1) 実施する高等学校、学科・コース数、募集人数について 

合格者が入学定員に満たないとき、再募集を行う。 

(2) 検査内容、選抜方法について 

後期選抜に準じて実施する。入学定員のすべてを前期選抜によって募集する高等学校の学科・コー

スにあっては、前期選抜に準じて実施する。 

 

５  連携型中高一貫教育に係る選抜について 〔参考〕令和８年度と同じ 

(1) 実施する高等学校、学科・コース数、募集人数について 

全日制課程１校１学科・コース   

     飯南高等学校で実施する。募集枠は特に定めない。 

(2) 検査内容、選抜方法について 

検査は面接を行う。また、基礎学力検査を課すことができる。 

 

６  特別選抜について （別表１参照）〔参考〕令和８年度と同じ   

(1) 実施する高等学校、学科・コース数、募集人数について 

全日制課程１校 １学科・コース   

定時制課程５校１２学科・コース  

高等学校を中途退学した者等を対象として実施する。募集枠は各校学科ごとに定める。 

(2) 検査内容、選抜方法について 

面接、「自己表現」、作文、実技検査から各校ごとに定める。 

 

７ スポーツ特別枠選抜について （別表５、６参照） 

(1) 実施する高等学校、学科・コース数、募集人数及び募集競技数について 

実施校数 １５校３９学科・コース 募集競技数 ４４競技（男女別） 

〔参考〕令和８年度と比べて１学科・コース増 

募集人数は前期選抜の枠内とし、募集競技ごとに募集学科及び募集人数を定める。 

 

 

 

全日制課程 学 科 変更内容 変更前  変更後 

久居 普通科 
学力検査の結果 ○ → ◎ 

調査書の内容 ◎ → 〇 

久居農林 

農業科学科 

園芸科学科 

環境デザイン科 

学力検査の結果 ― → 〇 

調査書の内容 ― → 〇 

面接の状況 ― → ◎ 

名張青峰 普通科 
学力検査の結果 〇 → ◎ 

調査書の内容 ◎ → 〇 

熊野青藍 

（木本校舎） 

普通科・アドバ

ンストコース 

学力検査の結果 ― → ◎ 

調査書の内容 ― → 〇 

※  表中の○印は、選抜資料に該当するもので、◎印が「特に重視する選抜資料」を示す。 



 

＜募集人数を変更する競技＞ 

学校名 募集競技 募集学科（募集人数） 

四日市四郷 

アーチェリー競技

（男子） 

（変更前）普通科（５人以内）  

（変更後）普通科（４人以内）、普通科・スポーツ科学コース（１人以内） 

アーチェリー競技

（女子） 

（変更前）普通科（５人以内）  

（変更後）普通科（４人以内）、普通科・スポーツ科学コース（１人以内） 

 

 (2) 「応募資格」、「実技検査」及び「選抜方法」について 

スポーツ特別枠選抜を実施する高等学校は、募集競技ごとに応募資格、実技検査、選抜方法を明

示する。また、スポーツ特別枠自己推薦書、調査書、高等学校が実施する検査の結果を総合し、合

格内定者を決定する。 

なお、スポーツ特別枠選抜において合格内定とならなかった者が、前期選抜の合格内定基準に達

している場合には、前期選抜として合格内定とする。ただし、普通科において通学区域外の者につ

いてはこの限りではない。 

 

８ 海外帰国生徒・外国人生徒等に係る特別枠選抜について （別表７参照） 

(1) 実施する高等学校、学科・コース数、募集人数について 

実施校数 ２２校３２学科・コース            〔参考〕令和８年度と同じ 

(2)  検査内容について 

前期選抜については各高等学校が示す前期選抜の検査内容と同じものとする。後期選抜について

は作文及び面接とし、各高等学校長の判断により学力検査を課すことができる。 

 

９ フレキシブル特別枠選抜について（別表８参照） 

  (1) 実施する高等学校、学科・コース数、募集人数について 

実施校数 ３校３学科・コース  

桑名北高等学校、久居高等学校、尾鷲高等学校（全日制課程）の普通科で実施する。 

募集枠は入学定員の２０％以内とし、募集枠の人数に満たない場合は、前期選抜における一般入

学者で募集枠を満たすことができる。 

  (2) 応募資格について 

志願校が実施するフレキシブル高校についての説明会等に出席し、フレキシブル高校の趣旨や学

習スタイルについて理解するとともに、フレキシブル高校を志望する動機や理由が明確である者。 

  (3) 検査内容、選抜方法について 

    各校で定める。 

 

１０ 保護者の転住を伴わない県外からの入学志願について （別表９参照） 

(1) 実施する高等学校、学科・コース数、募集人数について 

実施校数 ２４校５３学科・コース  募集競技数４２競技（男女別） 

〔参考〕令和８年度と比べて１学科・コース増 

 

 

 

 

 

 

 



 

(2) 入学できる高等学校  

ア 入学者選抜でスポーツ特別枠選抜を実施する高等学校及び全国大会に出場した硬式野球部を有

する高等学校 

 

＜募集人数を変更する高等学校＞ 

学校名 学科名 対象部活動 
募集人数 

変更前 変更後 

四日市四郷 

普通科 

普通科・スポーツ科

学コース 

アーチェリー（男女） 
前期４人以内

  後期４人以内 

前期３人以内 

後期３人以内 

 

イ １学年３学級以下の高等学校又は１学年１学級の校舎を有する高等学校 

 

＜新たに募集を行う高等学校＞ 

学校名 学科名 
募集人数 

変更前 変更後 

四日市四郷 

普通科 

普通科・スポーツ科学コ

ース 

 
アに示す募集 

人数に含む 

 

＜募集学科・コースを変更する高等学校＞ 

学校名 校舎名 
学科・コース名 

募集人数※ 
変更前 変更後 

熊野青藍 

木本校舎 
普通科 

総合学科 

普通科 
普通科・アドバンストコース 

総合学科 前期２人以内 

後期８人以内 

紀南校舎 総合学科 総合学科 

 

ウ 県内唯一の学科・コースまたは地域に唯一の職業学科を有する高等学校 

    令和８年度から変更なし 

 

Ⅱ 令和９年度三重県立特別支援学校入学者選考について 

 

令和９年度三重県立特別支援学校入学者選考に関する各高等学校別実施要項を定めたので発表する。 

その主な変更点は、次のとおりである。 

 

１ 特別支援学校の選考内容について 

学校名 変更前 変更後 

 

 

盲学校 

＜普通科＞ 

学力検査（国語・社会・数学・理科

・英語）及び面接 

ただし、Ａ課程・Ｂ課程の志願者に

ついては、実態に合わせた諸検査及

び面接 

＜普通科＞ 

学力検査（国語・数学・英語）及び面

接 

ただし、Ａ課程・Ｂ課程の志願者につ

いては、実態に合わせた諸検査及び面

接 

 


